
（別紙３）

～ R７年　1月　1５日

（対象者数）
３０名

（回答者数）
1９名

～ R６年　１２月　２８日

（対象者数）
５名

（回答者数）
５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・外出トレーニングなどで会話のルールやマナーの確認をし

ていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・個

別や小集団での活動に合わせて、パーテーションを使用する

など、集中力が持続する取り組みをしていく。

　充実をより一層図ってい

2

・心理アセスメントを行い、具体的な支援プランを職員間で

共有していく。

3

・幅広く、関係機関との情報共有を充実させる

・保護者見学等を行っている旨の周知をする

・活動内容の報告、

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者の方も含めての緊急時の連携の取り方の訓練が必

要。（引き渡し訓練）の実施。

2

・保護者の方に同意を得て、日々の活動を発信していく。

3

・児童クラブや、学校との交流の企画を早めに作り、相談をす

る。

・地域の行事に参加したり、地域の方の協力を得るための計画

づくりを早い段階で組む。

環境

・教室内の明るい雰囲気。　　　　　　　　　　　　　　・隣

にあるダンケ（カフェ）への買い物訓練ができる。　　・活動

するスペースに死角が少ない。

・お金に対する意識や、買い物のルール、マナーの習得、会話

のマナーなど、買い物を通しての訓練ができる。また、ピッタ

リ払う、保存性の理解などのアセスメントができる。

・死角になりそうなところに職員を見守り配置している。

活動内容の充実

・固定化しない多様なプログラム　　　　　　　　　　　・楽

しいトレーニングになるように、活発な意見交換をしている。

・専門スタッフ（心理士）がいることで、子供の成長に寄り

添ったサポートができる。

・毎日、来所する児童もいるため、週でテーマは同じでもト

レーニング内容は毎回違う内容にしている。　　　　　・子ど

もが興味を持ちそうなゲームや遊び、運動を取り入れながらの

トレーニングの考案をしている。　　　　　　・ソーシャルス

キルトレーニングを通して、子供の個別のニーズに応じた支援

の提供をする。

対応

・事業所全体で同じ対応をすることや意識の共有ができる

　マニュアルがある

・

・子どもの様子を送迎時や面談の際に詳しく伝えている

・面談時には必ずニーズの聞き取りをしている

・契約時には保護者の方に細やかで丁寧な説明を

　心掛けている

・児童クラブや、地域の学校・幼稚園・保育園等との交流がな

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地

域との交流がない。

・地域の清掃など、事業所だけでの活動はしていたが、地域の

方に相談に行く計画が遅かったりと計画不足だった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・避難訓練や、緊急時の対応などの保護者の方への周知ができ

ていない。

・避難訓練や、緊急時の対応の告知が不足している。

・HP・SNSなどでの事業所内の活動報告ができていない。 ・ブログやインスタで書き込む時間が取れていない。

R６年　１２月　２０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　２月　１０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハッピーテラス一の宮教室

○保護者評価実施期間
R6年　1２月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


